
「理学部創立30周年記念優秀論文賞」 

2025年度（第46回）理学部創立30周年記念奨学金 奨学生募集要項 
 

理学部創立30周年を記念して、1979年度に理学部卒業生、教員並びに学内外の有志によって寄贈され

た基金による奨学金です。理学部及び大学院理学研究科在籍者を対象に、着想力、独創力豊かな論文提出

者に「理学部創立30周年記念優秀論文賞」を与えるものとし、これを表彰します。 

 

出願資格   理学部及び大学院理学研究科在籍学生 

※複数名による共著論文も可とします。 

※出願年度秋学期に休学している学生及び休学予定の学生は出願できません。 

※日本政府（文部科学省）奨学金を受給している国費外国人留学生は出願できません。

その他、外国人留学生で奨学金を受給、出願している学生は、併給条件を確認してく

ださい。なお、併給条件がわからない場合は国際センターに確認してください。 

 

奨学金額   １件につき、10万円、20万円又は30万円（論文の審査により決定します） 

 

出願書類  ⑴ 理学部創立30周年記念奨学金願書 

※指定の書式をSPIRIT奨学金ページからダウンロードし、Wordで作成してください。 

⑵ 論文要旨 

※A4判用紙1枚にWordで、400字程度で作成してください。氏名、所属（学科又は専

攻、学年）を明記してください。 

⑶ 論文 

①WordもしくはTeXの形式で作成してください。なお、TeXの場合は、コンパイルした

PDFも併せて提出してください。 

②フォントサイズ10.5～11ポイント、表紙を除いて本文を10ページ以内（図及び表も

含む）としてください。 

③論文中の、引用・参考にした文献は、論文中に適切に明示し、詳しい内容（著者名、

出版年、雑誌名、巻、号、ページ等）を含んだ文献表を論文の最後に記してください。

引用・参考ルールを守らない場合（無断引用等がある場合など）は、審査対象とはし

ません。ルールは、例えば、立教大学  大学教育開発・支援センター発行の 

「Master of Writing」に記載されています。 

＊｢Master of Writing」 

https://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/fd/cdshe/master.html 

④論文の最初に、論文題目及び氏名、所属（学科又は専攻、学年）を明記してください。 
 

※いったん提出した出願書類は返却しません。 

 

論文題材等 自然科学や数学の教養を深めるために日頃考えている事や興味のあること

を自分なりの発想・着眼点でまとめた論文。ただし、自分の数学講究・応用数学講究・卒

業研究や特別研究に関連した、もしくはそれから派生した内容ではないこととします。理

系の教養をもつ人であれば誰でも理解できるように、前提となる専門知識については十分

に説明するようにしてください。 

 

採用件数 ３件以内 

 

審査方法   理学部の教員等からなる審査委員が、主に独創性、表現力、説得力（議論の明晰さ）など

を審査し、選考委員会が選考します。 

なお、審査は学年の違いを考慮して行います。また、最終選考の際に、面談を行うことが

あります。 



 

出願期間   2025年９月16日（火）～19日（金）17:00 ※出願最終日の締切時間厳守 

 

出願方法   出願期間内に、出願書類⑴～⑶のデータを、以下の提出先宛に、件名を「出願書類（理学

部創立 30 周年記念奨学金）」として、メール添付で送信してください。 

＜提出先＞ 

立教大学学生課 理学部創立 30 周年記念奨学金担当 

＜送付アドレス＞ 

scholarship@rikkyo.ac.jp 
 

※⑴の「願書」の Word ファイルにはパスワードをかけてください。なお、パスワードは

別メールでお知らせください。 

       ※添付ファイルは 25MB 以下としてください。ファイル容量が 25MB を超える場合は、

分割してファイルを送信してください。 

       ※出願後、出願書類を受け付けた旨のメールを学生課奨学金担当から返信しますので、確

認してください。 

 

採用発表 2025年11月中旬（予定） 

※出願者全員に対し、「願書」に記入した住所に結果通知を郵送します。 

※採用者には、2025年12月上旬に行われる奨学金授与式にて、論文の口頭発表（１件15

分程度）とポスター発表を行っていただきます。 

 

＜問い合わせ先＞ 

学生部学生課奨学金担当 

TEL 03-3985-2443 

                    

 

 

 

 

ご記入いただいた情報は、奨学金業務のために利用し、それ以外の目的には利用しません。ただし、採用者については提出書類の

記載内容（氏名・所属・論文題目、論文要旨又は内容をまとめたものなど）を採用発表掲示や理学部ホームページ等に掲載するな

ど、本奨学金の広報に使用する場合があります。 


